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２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
に
開
催
さ
れ
た

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
喜
多
方
大
会
に
お

い
て
、
社
会
教
育
指
導
員
の
み
な
さ
ん
で
チ
ー

ム
を
組
み
ま
し
た
。
コ
ッ
ク
ス
以
外
は
競
技
経

験
の
な
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
ど
う
な
る
か
不

安
の
中
、
練
習
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
意
外
と

「
な
あ
ん
だ
さ
す
け
ね
え
な
あ
」
と
い
っ
た
感

じ
か
ら
「
さ
す
け
ネ
ガ
ッ
タ
」
と
い
う
チ
ー
ム

名
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

毎
年
必
ず
大
会
に
出
場
し
、現
在
に
至
り
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
か
ら
毎
年
、
大

会
へ
参
加
す
る
た
め
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
大
会
の
２
カ
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
の
取
組

で
し
た
が
、
２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
は
薩

摩
川
内
大
会
に
向
け
、
４
月
か
ら
週
２
回
の
練

習
に
取
り
組
み
、
何
よ
り
「
良
き
指
導
者
」
に

も
恵
ま
れ
、
念
願
の
第
三
位
入
賞
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
県
の
大
会
や

催
し
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
冬
期
間
で
も
室
内
で

マ
シ
ン
や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

熱い思いを語る

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

村沢　明美さん 藤城　栄子さん 五十嵐　美恵さん 山田　美保さん 穴澤　理良さん

　
荻
野
漕
艇
場
で
ボ
ー
ト
や
オ
ー
ル
を
運
び
出

す
際
、
木
製
で
あ
る
た
め
重
量
が
あ
る
の
で
、

女
性
だ
け
で
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
に
囲
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
環
境
の
荻
野

漕
艇
場
で
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
市
民

が
体
験
で
き
る
機
会
づ
く
り
に
協
力
し
、
２
０

２
６
年
（
令
和
８
年
）
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国

市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
喜
多
方
大
会
」
へ
の
参

加
チ
ー
ム
の
増
加
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
荻
野
漕
艇
場
で
練
習
す
る
際
の
ボ
ー
ト
は
重

量
が
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
全
国
大
会
に
出
場

し
た
際
の
会
場
に
備
え
て
あ
る
ボ
ー
ト
は
軽
量

の
も
の
だ
っ
た
り
す
る
た
め
、
練
習
と
大
会
本

番
で
の
ボ
ー
ト
の
条
件
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
来
年
の
喜
多
方
大
会
に
向
け
、
軽

量
ボ
ー
ト
の
導
入
や
設
備
の
充
実
に
力
添
え
を

い
た
だ
き
た
い
。
喜
多
方
で
は
、
以
前
は
も
っ

と
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。

喜
多
方
の
ボ
ー
ト
人
口
増
加
と
「
ボ
ー
ト
の
ま

ち
喜
多
方
」
と
し
て
、
前
回
を
超
え
る
大
会
成

績
に
加
え
、
喜
多
方
な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な

し
」が
で
き
る
よ
う
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。

さ
す
け
ネ
ガ
ッ
タ
の

�

み
な
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さすけネガッタのみなさんさすけネガッタのみなさん

全国市町村交流レガッタ
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市議会です

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

現
在
の
悩
み
や
課
題
は

レガッタ薩摩川内大会
（2024年9月7〜8日開催）

へインタビュー

将
来
の
展
望
は

市
議
会
に
望
む
こ
と
は



喜多方大会への
２０２６年（第３５回）

川口　康夫さん 長澤　正一さん 安部　重浩さん 渡部　勤さん 小池　和幸さん

ＧローイングのみなさんＧローイングのみなさん
　
本
日
取
材
を
受
け
て
い
る
Ｇ
ロ
ー
イ
ン
グ
の

５
名
は
全
員
、
旧
喜
多
方
商
業
高
校
ボ
ー
ト
部

の
Ｏ
Ｂ
で
す
の
で
、
き
っ
か
け
は
み
ん
な
高
校

時
代
に
な
り
ま
す
。
高
校
卒
業
後
は
一
旦
活
動

か
ら
退
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
７
年
に
開

催
さ
れ
た
「
ふ
く
し
ま
国
体
」
な
ど
を
き
っ
か

け
に
活
動
を
再
開
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
活
動
再
開
し
て
か
ら
の
大
会
参
加
を
き
っ
か

け
に
、
競
技
力
の
向
上
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

※
写
真
の
賞
状
な
ど
は
２
０
２
４
年
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鳥
取
大
会
に
お
け
る

優
勝
時
の
も
の

　
全
国
各
地
で
の
大
会
に
参
加
し
て
み
る
と
、

地
域
を
挙
げ
て
ボ
ー
ト
競
技
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
や
競
技
者
の
育
成
な
ど

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
環
境
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
、
荻
野
漕
艇
場
を
上
手
く
活
用
し
て
、

喜
多
方
の
ボ
ー
ト
も
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
に
開
催
さ
れ
る

「
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
喜
多
方
大
会
」

で
は
、
ぜ
ひ
総
合
優
勝
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
総
合
優
勝
に
向
け
て
は
、
指
導
員
か
ら

盛
り
上
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
練
習

す
る
環
境
も
含
め
て
、
課
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
ク

リ
ア
し
な
が
ら
市
民
み
な
さ
ん
で
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
に
開
催
さ
れ
る
喜
多
方
大
会
で
は
、
地

元
で
あ
る
喜
多
方
の
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
期
の

組
織
委
員
会
な
ど
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
力
添

え
を
い
た
だ
き
た
い
。

G
ロ
ー
イ
ン
グ
の

�

み
な
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

（

（

▲インタビューの様子

▲2024年薩摩川内において
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第33回全国市町村交流

参加チームのみなさん

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

現
在
の
悩
み
や
課
題
は

将
来
の
展
望
は

市
議
会
に
望
む
こ
と
は



令
和
５
年
度
決
算
認
定

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ
い

て
、
そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
、
令
和
６
年
10
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で
の
休

会
を
除
く
５
日
間
の
日
程
で
審
査
を
行
い
、
意
見
を

付
し
て
本
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。
審
議
の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　５日間にわたる審査において、107項目の請求資料を基に質疑が
行われました。（※）総括質疑の一部をお知らせします。
※ 総括質疑とは、各所管事項の審査、質疑を踏まえ、再度確認すべき案件や政
策的な事項について市長に質すものです。
決算特別委員会の総括質疑については喜多方市議会ホームペー
ジ（http://www.city.kitakata.fukushima.jp/）で公開してい
ます。

9/59/2010/２～1111/28

決
算
書
や
成
果
報
告
書
、

そ
の
他
必
要
な
資
料
を
基

に
審
査

委
員
会
採
決

決
算
議
案
上
程

決
算
特
別
委
員
会
設
置（
８
名
）

決
算
議
案
の
審
議
を
委
員
会
付
託

９
月
定
例
会
閉
会

12
月
定
例
会
開
会

決
算
特
別
委
員
長
報
告

本
会
議
採
決
、
認
定

９
月
定
例
会
開
会

決算特別委員会

決算特別委員会での

Q A&

決
算
審
査
の
な
が
れ
は
？

財政指標の悪化に危機感総 務

　審査では、収入・支出状況、費用対効果の確認、事業の目的の達成度合いなど、主
として市民の利益に合致したかどうかという観点から質疑が行われ、その結果、計数
的な誤り等は認められず、監査意見と同様概ね良好という意見でありました。
　審査の過程において意見、要望が出されましたが、総じて申し上げますと、逼迫し
た本市の財政状況について、多くの意見とその改善の必要性が議論され、同時に、本
市の経済を支える産業の育成と振興、不安定な国際情勢に伴う原油価格や物価高騰に苦しむ市民生活への手
厚いサービスの必要性等が指摘されました。
　また、今後も予想される市民からの要望や災害対策などもあり、財政の再建と市民福祉の向上の両面を追
求しなければならない難しい局面にあると認識するものです。 
　したがって、社会情勢の変化を的確に捉えるとともに、各種事業の執行に際しては、公平性・透明性を確保し、
事業の優先順位と必要性を厳正に選択して市民サービスの向上に努められたい。また、本市の諸課題の根底
にある人口減少問題対策とその他の新規事業についても、費用対効果等をよく勘案し、本市発展に寄与する
ものには、大胆に取り組んでほしい。 

本会議での委員長報告

８億３１１万２,７１０円

決算の状況
歳 入 総 額
歳 出 総 額

歳入歳出差引額

４１７億 ９７０万 ５０３円
４０９億 ６５８万７,７９３円

決算特別委員会での審査意見（一部抜粋）

　実質収支比率は、自治体の標準財政規模に対する収支の割合で、一般的に３～５％が適正な範囲とされて
おり、この３％を下回った場合は剰余金が少なく、翌年度の財政運営において不測の事態が生じた場合に弾
力的に対応できない状況が懸念される。本市は令和３年度、令和４年度は４％台であったが、令和５年度は
2.0％と極端に悪化しており危機感を感じている。また、経常収支比率は数値が高いほどよろしくなく、ここ
３年間で悪化してきており、令和５年度の９９．１％は全国平均の８９．９％に対して実に１０％近く高く財
政の硬直化が進んでいる。この比率が高いほど、臨時の財政需要や市民のニーズに対応した事業の実施が難
しくなることが懸念される。本市の硬直した財政状況を踏まえて、今後の改善策などを伺う。
　令和５年度の実質収支比率・経常収支比率の要因は、市税や普通交付税等の経常的に収入される一般
財源がおおむね人件費、公債費や公共施設の維持管理経費等の固定的な経費に充てられ、限られた財源
で最大限の市民サービスの提供を図っていること、政策的経費については財政調整基金等からの繰入れ
により対応せざるを得ない状況にあると分析している。これらを踏まえ、歳入面においては自主財源や国・
県支出金の確保に引き続き取り組むとともに、少子高齢化や人口減少といった本市の構造的要因により、
市税や普通交付税の自主財源の大幅な増額を見込めないことを踏まえ、歳出抑制を図っていくことが重要
であると認識しており、事務事業のさらなる重点化・選別化、公共施設等総合管理計画の推進により経常
経費の削減を図り、基金繰入れによる予算編成を早期に解消し、健全な財政運営の確保に対応していく。

問

答
小島　雄一
菊地とも子
渡部　忠寛
田中　修身
高畑　孝一
山口　文章
渡部　一樹
渡部　勇一

委 員 長
副委員長
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員

　2050年までのカーボンニュートラル実現の
宣言をしているが、今後どのように取り組んで
いくのか改めて伺う。
　2050年カーボンニュートラルの実現は、市
民、事業者の一人一人が自分ごととして捉え、
目的達成に向けてそれぞれの取組を実現するこ
とが必要であり、「喜多方市地球温暖化対策総
合ビジョン」を策定し、カーボンニュートラル
が達成された本市の将来像の実現に向けて、あ
らゆる主体が一丸となって地球温暖化対策を行
うことを推進することとしたところである。ま
た、その取組による地域経済循環の向上や持続
可能なまちづくりにもつながる「エネルギーの
地産地消」を重要なものと位置づけており、太
陽光発電、木質バイオマス及びＬＥＤ等の導入
推進を図っている。特に、農地を活用したエネ
ルギーの地産地消と持続可能な営農手法の確
立、市有施設の脱炭素化を目指し、営農型の太
陽光発電、いわゆるソーラーシェアリングの普
及に取り組んでいる。また、事業者における再
エネ導入と脱炭素経営、昨今のエネルギー価格
高騰への対策として、事業所や工場への太陽光
発電設備導入に対する補助制度を創設し支援に
努めているところである。

問

答

カーボンニュートラル実現に向けて文教厚生
　決算を見ると指定管理施設の委託料が大き
な比重となっており、他の施策へ予算を使うこ
とができないという現状が浮き彫りになって
いる。指定管理施設の委託料は増え続けている
という状況であり、議会からの市有温泉施設等
に関する検討特別委員会の最終報告書に沿っ
て少しでも取り組んでいれば、このような財政
状況にはならなかったのではと考える。今後こ
の部分にメスを入れていかない限りは、財源を
捻出するということも厳しいと考えるが見解
を伺う。
　市が所有する施設においては、市民の健康増
進や雇用促進などのほか、地域振興や観光振興
に寄与しているものと捉えており、これらの施
設においては、指定管理者制度を活用すること
で、民間事業者等が有するノウハウを生かし、
多くの地域住民や観光客の利用が図られ、設置
の目的が達成されているものと認識をしてい
る。しかしながら、どの施設においてもオープ
ンから相当年数が経過し、修繕等にかかる費用
も年々増加しているため、利用料金の見直しな
どについても指定管理者と協議しながら財政負
担の軽減に努めてまいりたい。

問

答

指定管理施設のあり方産業建設
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令
和
５
年
度
決
算
認
定

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ
い

て
、
そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
、
令
和
６
年
10
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で
の
休

会
を
除
く
５
日
間
の
日
程
で
審
査
を
行
い
、
意
見
を

付
し
て
本
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。
審
議
の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　５日間にわたる審査において、107項目の請求資料を基に質疑が
行われました。（※）総括質疑の一部をお知らせします。
※ 総括質疑とは、各所管事項の審査、質疑を踏まえ、再度確認すべき案件や政
策的な事項について市長に質すものです。
決算特別委員会の総括質疑については喜多方市議会ホームペー
ジ（http://www.city.kitakata.fukushima.jp/）で公開してい
ます。
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決
算
書
や
成
果
報
告
書
、

そ
の
他
必
要
な
資
料
を
基

に
審
査

委
員
会
採
決

決
算
議
案
上
程

決
算
特
別
委
員
会
設
置（
８
名
）

決
算
議
案
の
審
議
を
委
員
会
付
託

９
月
定
例
会
閉
会

12
月
定
例
会
開
会

決
算
特
別
委
員
長
報
告

本
会
議
採
決
、
認
定

９
月
定
例
会
開
会

決算特別委員会

決算特別委員会での

Q A&

決
算
審
査
の
な
が
れ
は
？

財政指標の悪化に危機感総 務

　審査では、収入・支出状況、費用対効果の確認、事業の目的の達成度合いなど、主
として市民の利益に合致したかどうかという観点から質疑が行われ、その結果、計数
的な誤り等は認められず、監査意見と同様概ね良好という意見でありました。
　審査の過程において意見、要望が出されましたが、総じて申し上げますと、逼迫し
た本市の財政状況について、多くの意見とその改善の必要性が議論され、同時に、本
市の経済を支える産業の育成と振興、不安定な国際情勢に伴う原油価格や物価高騰に苦しむ市民生活への手
厚いサービスの必要性等が指摘されました。
　また、今後も予想される市民からの要望や災害対策などもあり、財政の再建と市民福祉の向上の両面を追
求しなければならない難しい局面にあると認識するものです。 
　したがって、社会情勢の変化を的確に捉えるとともに、各種事業の執行に際しては、公平性・透明性を確保し、
事業の優先順位と必要性を厳正に選択して市民サービスの向上に努められたい。また、本市の諸課題の根底
にある人口減少問題対策とその他の新規事業についても、費用対効果等をよく勘案し、本市発展に寄与する
ものには、大胆に取り組んでほしい。 

本会議での委員長報告

８億３１１万２,７１０円

決算の状況
歳 入 総 額
歳 出 総 額

歳入歳出差引額

４１７億 ９７０万 ５０３円
４０９億 ６５８万７,７９３円

決算特別委員会での審査意見（一部抜粋）

　実質収支比率は、自治体の標準財政規模に対する収支の割合で、一般的に３～５％が適正な範囲とされて
おり、この３％を下回った場合は剰余金が少なく、翌年度の財政運営において不測の事態が生じた場合に弾
力的に対応できない状況が懸念される。本市は令和３年度、令和４年度は４％台であったが、令和５年度は
2.0％と極端に悪化しており危機感を感じている。また、経常収支比率は数値が高いほどよろしくなく、ここ
３年間で悪化してきており、令和５年度の９９．１％は全国平均の８９．９％に対して実に１０％近く高く財
政の硬直化が進んでいる。この比率が高いほど、臨時の財政需要や市民のニーズに対応した事業の実施が難
しくなることが懸念される。本市の硬直した財政状況を踏まえて、今後の改善策などを伺う。
　令和５年度の実質収支比率・経常収支比率の要因は、市税や普通交付税等の経常的に収入される一般
財源がおおむね人件費、公債費や公共施設の維持管理経費等の固定的な経費に充てられ、限られた財源
で最大限の市民サービスの提供を図っていること、政策的経費については財政調整基金等からの繰入れ
により対応せざるを得ない状況にあると分析している。これらを踏まえ、歳入面においては自主財源や国・
県支出金の確保に引き続き取り組むとともに、少子高齢化や人口減少といった本市の構造的要因により、
市税や普通交付税の自主財源の大幅な増額を見込めないことを踏まえ、歳出抑制を図っていくことが重要
であると認識しており、事務事業のさらなる重点化・選別化、公共施設等総合管理計画の推進により経常
経費の削減を図り、基金繰入れによる予算編成を早期に解消し、健全な財政運営の確保に対応していく。

問

答
小島　雄一
菊地とも子
渡部　忠寛
田中　修身
高畑　孝一
山口　文章
渡部　一樹
渡部　勇一

委 員 長
副委員長
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員

　2050年までのカーボンニュートラル実現の
宣言をしているが、今後どのように取り組んで
いくのか改めて伺う。
　2050年カーボンニュートラルの実現は、市
民、事業者の一人一人が自分ごととして捉え、
目的達成に向けてそれぞれの取組を実現するこ
とが必要であり、「喜多方市地球温暖化対策総
合ビジョン」を策定し、カーボンニュートラル
が達成された本市の将来像の実現に向けて、あ
らゆる主体が一丸となって地球温暖化対策を行
うことを推進することとしたところである。ま
た、その取組による地域経済循環の向上や持続
可能なまちづくりにもつながる「エネルギーの
地産地消」を重要なものと位置づけており、太
陽光発電、木質バイオマス及びＬＥＤ等の導入
推進を図っている。特に、農地を活用したエネ
ルギーの地産地消と持続可能な営農手法の確
立、市有施設の脱炭素化を目指し、営農型の太
陽光発電、いわゆるソーラーシェアリングの普
及に取り組んでいる。また、事業者における再
エネ導入と脱炭素経営、昨今のエネルギー価格
高騰への対策として、事業所や工場への太陽光
発電設備導入に対する補助制度を創設し支援に
努めているところである。

問

答

カーボンニュートラル実現に向けて文教厚生
　決算を見ると指定管理施設の委託料が大き
な比重となっており、他の施策へ予算を使うこ
とができないという現状が浮き彫りになって
いる。指定管理施設の委託料は増え続けている
という状況であり、議会からの市有温泉施設等
に関する検討特別委員会の最終報告書に沿っ
て少しでも取り組んでいれば、このような財政
状況にはならなかったのではと考える。今後こ
の部分にメスを入れていかない限りは、財源を
捻出するということも厳しいと考えるが見解
を伺う。
　市が所有する施設においては、市民の健康増
進や雇用促進などのほか、地域振興や観光振興
に寄与しているものと捉えており、これらの施
設においては、指定管理者制度を活用すること
で、民間事業者等が有するノウハウを生かし、
多くの地域住民や観光客の利用が図られ、設置
の目的が達成されているものと認識をしてい
る。しかしながら、どの施設においてもオープ
ンから相当年数が経過し、修繕等にかかる費用
も年々増加しているため、利用料金の見直しな
どについても指定管理者と協議しながら財政負
担の軽減に努めてまいりたい。

問

答

指定管理施設のあり方産業建設
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障がい者福祉援護に係る経費6,995.5万円
有害鳥獣捕獲に係る経費99.１万円など補正予算可決

12 月12 月
定例会定例会

令和６年第７回12月定例会は、11月28日（木）から12月12日（木）までの15
日間の会期で開催されました。

市長提案により令和６年度補正予算案７件、条例案７件、その他26件が提
出されたほか、請願２件、議会案１件が提出されました。

　
旧
県
立
喜
多
方
東
高
校
跡
地

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
２
月
に
県
か
ら
の
実
施
計

画
が
示
さ
れ
た
た
め
、
同
年
４

月
、
庁
内
に
県
立
高
校
跡
地
利

活
用
検
討
本
部
会
議
を
設
置
し

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
６
回

の
検
討
会
に
併
せ
て
、
市
民
と

の
懇
談
会
を
４
月
～
５
月
に
３

回
実
施
し
て
31
名
の
参
加
、
６

月
～
７
月
に
市
民
団
体
等
懇
談

会
を
３
回
実
施
し
て
17
団
体
の

参
加
を
得
て
実
施
し
、
市
民
の

意
見
の
聴
取
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
上
で
ま
ち
づ
く
り
の
学
識

経
験
者
や
建
築
の
専
門
家
、
各

種
団
体
の
代
表
者
な
ど
10
名
で

組
織
す
る
旧
県
立
高
校
利
活
用

検
討
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　
　
こ
の
度
、
こ
の
協
議
会
の

定
数
10
名
を
３
名
増
員
す

る
と
の
こ
と
だ
が
理
由
を
伺
う
。

問

　
　
今
ま
で
検
討
本
部
の
ま
と

め
た
「
た
た
き
台
案
」
を

も
と
に
検
討
協
議
会
で
９
月
～

10
月
に
２
回
の
会
議
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
も
っ
と
多
く
の

意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
意
見
が
あ
り
、
建
築
士
会
の

代
表
者
１
名
と
公
募
市
民
２
名

を
加
え
て
13
名
体
制
と
し
た
。

　
　
検
討
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
ま
だ
詳
細
は
明
か
せ
な
い

が
、
商
業
施
設
に
観
光
や

保
育
、
宿
泊
施
設
等
を
併
せ
た

複
合
施
設
と
す
る
。
ま
た
、
整

備
に
は
民
間
活
力
を
検
討
す
る
。

　
　
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

　
　
議
会
へ
は
２
月
の
全
員
協

議
会
に
お
い
て
報
告
す

る
。
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
３
月
に
か
け
て
実
施

す
る
。

答問答問答

旧
県
立
高
校
利
活
用
検
討
協
議
会
委
員
の
増
員

旧
県
立
高
校
利
活
用
検
討
協
議
会
委
員
の
増
員

1212
月
定
例
会
に
お
け
る

月
定
例
会
に
お
け
る

議
案
審
議

議
案
審
議
･･
委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

【総務常任委員会】

令和６年度12月補正予算
会　　　計 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 1億6,878万円 284億5,199万5千円
特 別 会 計 2億993万5千円 120億128万円
下 水 道 事 業（ 収 入 ） 0円 19億3,031万2千円
　　 〃　　（ 支 出 ） 291万7千円 22億1,674万1千円
水 道 事 業（ 収 入 ） ▲2,573万9千円 13億2,895万円
　　 〃　　（ 支 出 ） ▲3,833万1千円 19億6,935万5千円
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児
童
館
管
理
運
営
経
費
の
大
幅
な
減
額
補
正

児
童
館
管
理
運
営
経
費
の
大
幅
な
減
額
補
正

公
有
林
整
備
事
業
特
別
会
計

公
有
林
整
備
事
業
特
別
会
計

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
小
学
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
が
対
象
で
あ

る
。
多
く
は
共
稼
ぎ
世
帯
を
対

象
に
、
学
校
の
授
業
終
了
後
の

生
活
の
場
を
提
供
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
の
事

業
で
あ
る
。
こ
の
度
、
上
半
期

分
の
運
営
経
費
１
５
５
５
万
４

千
円
の
減
額
補
正
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
児
童
館
管
理
運
営
経
費
の

う
ち
委
託
料
の
大
幅
な
減

額
理
由
を
伺
う
。

　
　
委
託
料
は
支
援
員
を
見
込

ん
で
の
予
算
で
あ
っ
た

が
、
児
童
を
保
育
す
る
支
援
員

の
応
募
が
な
か
っ
た
た
め
、
減

額
補
正
と
な
っ
た
。
現
状
は
旧

喜
多
方
地
区
及
び
他
の
地
区
に

お
い
て
支
援
員
が
不
足
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
利
用
を
希
望

す
る
児
童
数
に
対
し
て
支
援
員

が
不
足
し
て
お
り
、
近
年
で
は

待
機
児
童
が
増
え
て
い
る
。

　
　
待
機
児
童
数
の
総
数
と
待

機
児
童
が
多
い
学
区
は
。

　
　
待
機
児
童
は
12
月
１
日
現

在
で
80
名
お
り
、
第
一
小

問答問答

　
森
林
の
適
切
な
管
理
、
公
益

的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
計

画
に
基
づ
き
整
備
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
が
管
理
す

る
公
有
林
間
伐
実
施
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
吸
収
量
に
つ
い
て
認

証
を
受
け
、
東
京
都
中
野
区
等

に
販
売
し
て
お
り
、「
な
か
の

エ
コ
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
て
い

る
。

　
　
１
１
２
１
万
８
千
円
の
減

額
の
理
由
は
。

　
　
岩
月
町
杉
山
地
区
餓
鬼
々

地
内
の
公
有
林
間
伐
事
業

の
延
期
と
、
東
京
都
中
野
区
で

開
催
し
て
い
る
「
な
か
の
エ
コ

フ
ェ
ア
」
の
参
加
見
送
り
に
伴

っ
て
減
額
と
な
っ
た
。

　
　
間
伐
事
業
が
延
期
に
な
っ

た
理
由
、「
な
か
の
エ
コ

フ
ェ
ア
」
の
参
加
を
見
送
っ
た

経
緯
は
。

　
　
当
初
予
算
で
間
伐
事
業
を

行
う
た
め
、
１
１
０
８
万

円
を
計
上
し
た
。
平
成
21
年
度

の
間
伐
実
施
時
に
使
用
し
た
作

業
道
を
利
用
し
、
間
伐
材
を
搬

出
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ

問答問答

学
校
、
第
二
小
学
校
、
豊
川
小

学
校
、
塩
川
小
学
校
の
各
学
区

で
待
機
児
童
が
多
い
。

　
　
市
は
支
援
員
不
足
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
な
改
善
策
を
講
じ
て
い

る
の
か
。

　
　
支
援
員
の
業
務
は
主
に
夕

刻
時
で
あ
り
、
集
中
し
た

時
間
帯
に
繁
忙
す
る
た
め
敬
遠

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

捉
え
て
い
る
。
改
善
策
と
し
て

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人

や
人
伝
い
に
広
く
募
集
を
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
は

応
募
者
が
少
な
い
傾
向
に
あ

る
。

　
　
待
機
児
童
が
い
る
保
護
者

は
、
就
労
や
労
働
時
間
の

弊
害
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ

る
。
業
者
等
へ
の
外
部
委
託
も

含
め
て
、
鋭
意
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
他
自
治
体
の
取
組
な
ど
も

参
考
に
様
々
な
方
面
か
ら

検
証
し
、
支
援
員
不
足
の
解
消

と
待
機
児
童
数
の
改
善
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答

れ
ま
で
の
大
雨
等
で
作
業
道
に

は
小
さ
な
破
損
個
所
が
あ
り
、

今
年
８
月
の
大
雨
で
大
規
模
に

破
損
し
て
し
ま
い
、
作
業
道
と

し
て
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
公
有
林
関
係
者
と
事

業
の
展
開
方
法
も
視
野
に
入

れ
、
ま
た
、
新
た
な
作
業
道
の

着
工
等
に
つ
い
て
協
議
を
続
け

て
き
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
多
く
あ
り
、
12
月
補
正
で
減

額
に
至
っ
た
。
令
和
７
年
度
以

降
に
新
作
業
道
の
積
算
や
、
間

伐
材
搬
出
な
ど
の
事
業
費
を
計

上
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。「
な

か
の
エ
コ
フ
ェ
ア
」
は
毎
年
参

加
し
て
い
た
が
、
今
年
は
「
ふ

れ
あ
い
き
た
か
た
農
業
ま
つ

り
」
の
開
催
日
と
同
日
と
な
っ

た
た
め
、
関
係
職
員
の
業
務
が

重
な
り
、
今
回
は
農
業
ま
つ
り

を
優
先
し
た
た
め
、
参
加
見
送

り
と
し
た
。

【文教厚生常任委員会】

【産業建設常任委員会】
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一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
１２月定例会の一般質問は、１２月２日から１２月５日までの４日間行われ、１７名

の議員が登壇し、市民のみなさんの生活に関わる行政全般について質問をしました。
掲載の文面は各議員の自己編集として、質問した項目の中から１項目程度を要約して

おります。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご覧いただけます。また、会期
中はインターネットで中継を配信しています。）

※各議員のＱＲコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

齋
藤　
仁
一 

議
員

　
　
有
機
農
業
推
進
の
鍵

は
、
土
作
り
、
販
売

先
の
確
保
及
び
除
草
な
ど

の
技
術
確
立
に
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
取
組
、
及
び

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
喜
多
方
市
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
推
進
協

議
会
が
策
定
し
た
有
機
農

業
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

有
機
農
業
等
の
取
組
拡
大

を
進
め
て
い
く
。
具
体
的

に
は
、
生
産
段
階
に
お
い

て
有
機
農
業
等
に
取
組
む

農
業
者
の
拡
大
や
生
産
性

向
上
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
県
と
連
携
し
な
が
ら

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
栽
培

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
を
行

う
と
と
も
に
、
省
力
化
、

効
率
化
に
つ
な
が
る
機
械

等
の
導
入
を
支
援
す
る
。

　
ま
た
、
高
品
質
で
安
定

問答

し
た
収
量
の
確
保
の
た
め

に
は
、
土
作
り
が
重
要
で

あ
る
事
か
ら
引
き
続
き
地

域
内
で
発
生
す
る
有
機
資

源
の
利
活
用
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら

Ｊ
Ａ
職
員
や
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
実
践
者
を
対
象

に
、
土
壌
医
検
定
の
取
組

を
進
め
、
土
作
り
指
導
者

の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
有
機
農
業
の
取

組
拡
大
に
向
け
て
は
、
消

費
者
理
解
の
推
進
や
販
売

機
会
の
多
様
化
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
事
か
ら
引
き

続
き
市
内
外
で
の
マ
ル
シ

ェ
や
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調

査
を
実
施
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら

商
談
会
の
開
催
等
や
農
産

物
の
環
境
負
荷
低
減
の
見

え
る
化
の
取
組
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
市
内
の
学

校
給
食
に
お
い
て
、
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
た
本

市
産
米
の
提
供
を
行
う
な

ど
、有
機
農
業
等
の
復
興・

創
生
を
目
指
し
て
い
く
。

今年度から土壌医検定に取組み土作り指導者の育成を図る今年度から土壌医検定に取組み土作り指導者の育成を図る市長市長

有機農業推進の鍵のひとつは土作りだがどう取組むのか有機農業推進の鍵のひとつは土作りだがどう取組むのか
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決算剰余金や歳出削減等で計画的に積み立てる決算剰余金や歳出削減等で計画的に積み立てる

山
口　
文
章 

議
員

渡
部　
一
樹 

議
員

市長市長

　
　
新
年
度
予
算
は
こ
れ

ま
で
の
繰
入
金
に
頼

っ
た
予
算
編
成
は
で
き
な

い
。
平
成
27
年
度
に
約
50

億
円
（
財
政
調
整
基
金
と

減
債
基
金
の
合
計
）
あ
っ

た
基
金
残
高
は
、
こ
の
12

月
補
正
予
算
時
点
で
約
５

億
８
８
０
０
万
円
ま
で
減

少
し
た
。
基
金
残
高
を
ど

の
よ
う
に
回
復
し
て
い
く

の
か
。

　
　
決
算
剰
余
金
及
び
補

正
予
算
で
の
差
額
積

立
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
歳
出
削
減
や
予
算
の

効
率
的
な
執
行
に
よ
る
計

画
的
な
積
立
に
取
り
組

む
。

　
　
経
常
収
支
比
率
99
・

１
％
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る

か
。 問答問

　
　
経
常
一
般
財
源
等
が

概
ね
経
常
的
経
費
に

充
て
ら
れ
て
お
り
、
政
策

的
経
費
に
つ
い
て
は
繰
入

金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
を
示
し
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
取
組
が
進

ん
で
い
な
い
。
人
口
・
財

政
規
模
に
対
し
て
施
設
が

多
す
ぎ
る
。
議
会
で
は
10

年
前
に
温
泉
施
設
に
つ
い

て
は
報
告
書
を
ま
と
め
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
当

局
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
回
答
だ
。

こ
れ
で
は
未
来
へ
の
投
資

が
で
き
な
い
。
目
標
値
で

あ
る
総
面
積
の
状
況
は
い

か
が
か
。

　
　
令
和
５
年
度
末
の
保

有
面
積
総
量
は
約
30

万
５
０
０
０
㎡
で
あ
り
、

令
和
元
年
度
と
の
比
較
で

は
約
２
０
０
０
㎡
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

答問答

　
　
各
大
型
事
業
の
現
在

ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
塩
川
駅
東
西
自
由
通

路
建
設
工
事
は
、
今

年
度
中
に
階
段
建
屋
や
駅

の
東
西
を
繋
ぐ
通
路
桁
の

架
設
工
事
等
を
実
施
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
内
の

供
用
開
始
に
向
け
て
順
次

進
め
て
い
る
。

　
市
道
豊
川
・
慶
徳
線
道

路
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
未
供
用
区
間
の

道
路
改
良
工
事
や
、
舗
装

工
事
を
実
施
し
、
令
和
８

年
度
内
の
全
線
供
用
に
向

け
て
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

橋
梁
部
は
融
雪
設
備
が
な

い
た
め
、
冬
期
間
の
通
行

に
対
し
注
意
喚
起
を
行
う
。

　
ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠

点
複
合
施
設
整
備
事
業

（
第
二
期
工
事
）
は
事
業

費
の
大
幅
な
増
加
が
判
断

さ
れ
、
実
施
設
計
業
務
の

問答

発
注
を
一
旦
見
合
わ
せ
て

い
る
。

　
　
「
ア
イ
デ
ミ
き
た
か

た
」
内
の
屋
内
子
ど

も
遊
び
場
・
め
ご
ぷ
ら
ざ

の
稼
働
率
は
。
ま
た
今
後

の
利
用
率
向
上
へ
の
取
組

み
は
。

　
　
令
和
４
年
度
の
平
均

は
47
％
、
令
和
５
年

度
は
45
％
、
令
和
６
年
に

つ
い
て
は
10
月
ま
で
で
48

％
で
あ
る
。

　
利
用
率
の
向
上
に
向
け

て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
媒
体
で

発
信
し
、
市
内
を
含
め
広

域
圏
内
の
こ
ど
も
園
、
児

童
ク
ラ
ブ
、
小
学
校
に
対

し
て
の
積
極
的
な
団
体
利

用
を
お
願
い
す
る
。

　
　
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
の
周
知
は
。

　
　
国
の
制
度
で
あ
る
た

め
、
市
と
し
て
特
に

周
知
は
行
っ
て
い
な
い
。

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
国

の
Ｈ
Ｐ
で
の
確
認
や
法
務

局
に
相
談
す
る
よ
う
に
案

内
し
た
い
。

問答問答

４月発注予定の実施設計は見送っており経過を含めて全員協議会で説明する４月発注予定の実施設計は見送っており経過を含めて全員協議会で説明する市長市長

｢アイデミきたかた｣整備事業(第二期工事)の進捗は｢アイデミきたかた｣整備事業(第二期工事)の進捗は

危機的な財政状況！基金残高をどう回復していくのか危機的な財政状況！基金残高をどう回復していくのか
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ＰＦＩ事業を実施する場合は市内事業者を優先すべきＰＦＩ事業を実施する場合は市内事業者を優先すべき

渡
部　
忠
寛 

議
員

　
　
本
市
に
お
け
る
合
計

特
殊
出
生
率
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
平
成
28
年
度
の
出
生

率
は
、
全
国
や
県
の

数
値
を
上
回
る
１
・
62
人

で
あ
っ
た
が
、
令
和
４
年

度・５
年
度
に
お
い
て
は
、

全
国
や
県
を
下
回
る
１
・

18
人
と
な
っ
た
。
令
和
６

年
度
は
改
善
す
る
と
想
定

し
て
い
る
。

　
　
今
後
は
合
計
特
殊
出

生
率
で
は
な
く
、
出

生
数
を
目
標
に
す
べ
き
で

は
。

　
　
出
生
数
を
目
標
に
す

る
こ
と
は
、
出
生
率

よ
り
傾
向
が
分
か
り
や
す

く
、
ま
た
、
施
策
の
効
果

を
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
今
後
検

討
す
る
。

　
　
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
班
（
子
ど
も
家
庭

問答問答問

セ
ン
タ
ー
）
の
拡
充
を
行

い
、
民
間
と
連
携
し
て
支

援
体
制
を
強
化
す
べ
き
で

は
。

　
　
今
年
度
、
民
間
団
体

と
の
関
係
強
化
と
支

援
力
向
上
を
目
的
と
し
て

「
児
童
福
祉
支
援
者
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研
修
会

を
全
４
回
実
施
し
た
。
子

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
地
域
の
様
々

な
機
関
や
団
体
と
の
連
携

が
不
可
欠
な
の
で
、
今
後

も
情
報
を
共
有
し
、
協
力

し
な
が
ら
支
援
の
強
化
に

努
め
る
。

　
　
市
と
し
て
子
育
て
へ

の
姿
勢
を
示
め
す
た

め
に
「
喜
多
方
市
子
育
て

応
援
宣
言
」
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
市
が
子
育
て
を
応
援

し
て
い
る
姿
勢
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
市

民
が
安
心
感
を
持
っ
て
子

育
て
が
で
き
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
の
で
宣
言
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

答問答

　
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
に
は
、
施
設

の
建
替
え
・
改
修
・
修
繕
・

運
営
の
効
率
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。
し
か
し
本
市
に

は
財
源
が
慢
性
的
に
不
足

し
て
い
る
問
題
が
あ
る
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
は
民
間
の

資
金
や
経
営
能
力
を
活
用

し
、
優
れ
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
民
間
運
営
で
実
施
す

る
方
法
で
、
本
市
の
財
政

難
を
軽
減
す
る
ひ
と
つ
の

手
法
で
あ
る
。

　
本
市
も
こ
の
手
法
に
着

目
し
て
い
る
が
、
市
内
事

業
者
の
損
益
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。
設
計
施
工
設

備
や
そ
れ
ら
に
関
連
す
る

工
事
に
つ
い
て
は
必
ず
市

内
事
業
者
を
優
先
し
て
選

定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
行
う

場
合
は
市
内
事
業
者

を
優
先
し
て
選
定
す
る
。

　
　
物
価
高
騰
の
折
、
小

中
学
校
の
長
期
休
暇

問答問

は
子
ど
も
の
在
宅
時
間
が

長
く
な
り
、
経
済
的
負
担

や
昨
今
の
強
盗
事
件
等
へ

の
懸
念
に
つ
い
て
保
護
者

の
声
を
聴
い
て
い
る
。

　
長
期
休
暇
の
短
期
間
化

や
公
共
施
設
を
多
数
解
放

し
、
子
ど
も
の
安
全
で
快

適
な
居
場
所
の
増
設
が
必

要
で
あ
る
。

　
　
短
期
間
化
は
先
進
事

例
を
参
考
に
検
討
す

る
。
子
ど
も
の
見
守
り
可

能
な
施
設
の
拡
充
に
つ
い

て
は
努
め
て
い
く
。

　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
は
令
和
６
年
10

月
１
日
現
在
で
81
名
お
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
主

な
原
因
は
支
援
員
不
足
で

あ
る
た
め
、
外
部
委
託
や

新
組
織
を
作
る
な
ど
早
急

に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
保
護

者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
退
所

時
間
の
延
長
（
19
時
）
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
詳
細
な
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

答問答

遠
藤　
吉
正 

議
員

ＰＦＩ事業(公共事業等)は市内事業者を優先するＰＦＩ事業(公共事業等)は市内事業者を優先する市長市長

「喜多方市子育て応援宣言」を行うべきと考えるが「喜多方市子育て応援宣言」を行うべきと考えるが
安心感を持って子育てができる宣言について検討する安心感を持って子育てができる宣言について検討する市長市長
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ふるさと納税確保のため関係人口を創出すべきふるさと納税確保のため関係人口を創出すべき

臨時財政対策債の廃止に向けての市長の見解は臨時財政対策債の廃止に向けての市長の見解は
臨時財政対策債の廃止に向けて市長会を通じ申し上げる臨時財政対策債の廃止に向けて市長会を通じ申し上げる

十
二
村
秀
孝 

議
員

山
口　
和
男 

議
員

市長市長

　
　
自
公
連
立
政
権
の
過

半
数
割
れ
や
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
の
誕
生
は
、

本
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
影
響
が
考
え
ら
れ
る

か
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
自
公
連
立
政
権
の
今

後
の
運
営
に
つ
い
て

は
、政
権
が
不
安
定
化
し
、

政
策
を
進
め
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、

今
ま
で
以
上
に
国
民
を
意

識
し
た
政
権
運
営
が
必
要

に
な
る
と
の
こ
と
か
ら
、

よ
り
多
様
な
国
民
の
声
が

届
き
や
す
く
な
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
就
任

す
る
こ
と
に
伴
う
影
響

は
、
貿
易
政
策
や
防
衛
政

策
が
不
安
視
さ
れ
る
の
で

注
視
し
て
い
く
。

　
　

臨
時
財
政
対
策
債

は
、２
０
０
１
年（
平

問答問

成
13
年
）
創
設
時
は
い
く

ら
で
、
現
在
高
は
い
く
ら

か
。
市
債
全
体
に
占
め
る

割
合
も
伺
う
。

　
　
臨
時
財
政
対
策
債
の

創
設
時
は
４
億
６
９

７
０
万
円
で
現
在
高
が
85

億
７
８
４
５
万
円
に
な

る
。
市
債
全
体
で
占
め
る

割
合
は
32・８
％
に
な
る
。

　
　
臨
時
財
政
対
策
債
の

元
利
償
還
金
相
当
額

が
財
政
面
で
措
置
さ
れ
る

際
、
そ
の
代
替
財
源
と
し

て
地
方
交
付
税
総
額
が
減

額
さ
れ
て
い
な
い
か
。

　
　
地
方
交
付
税
は
減
額

さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
　
臨
時
財
政
対
策
債
の

創
設
当
時
は
、
３
カ

年
の
臨
時
財
政
措
置
と
し

て
導
入
さ
れ
た
が
、
今
も

続
い
て
い
る
。
廃
止
に
向

け
て
の
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
臨
時
財
政
対
策
債
だ

け
で
本
市
で
32
・
８

％
に
上
り
、
大
変
厳
し
い

の
で
、
以
前
に
も
増
し
て

国
に
物
を
申
し
て
い
く
。

答問答問答

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
喜

多
方
市
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
と
地
域
経
済
再
生
に

向
け
た
財
源
の
確
保
に
つ

な
が
る
重
要
な
も
の
と
考

え
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標

額
達
成
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
今
年
度
か
ら
新
た
に

本
市
の
魅
力
を
一
元

的
に
全
国
に
幅
広
く
発
信

し
、
応
援
い
た
だ
く
た
め

「
喜
多
方
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

に
お
け
る
積
極
的
な
ふ
る

さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
た
本
市
の

魅
力
の
発
信
を
行
う
こ
と

で
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
努
め

て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
返
礼
品

の
発
掘
や
ふ
る
さ
と
納
税

問答

サ
イ
ト
に
お
け
る
魅
力
あ

る
返
礼
品
画
像
へ
の
変

更
、
他
自
治
体
と
の
競
争

力
確
保
の
た
め
の
寄
付
額

見
直
し
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
は
、
今
年
は
米

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
に
お
け
る
喜

多
方
産
米
の
特
集
の
掲
載

や
返
礼
品
提
供
事
業
者
の

新
規
開
拓
、
新
米
の
早
期

予
約
等
に
努
め
て
お
り
、

こ
う
し
た
取
組
を
通
し

て
、
寄
付
額
の
増
額
を
目

指
し
て
い
る
。

関係人口創出・拡大に向けた取組を強化する関係人口創出・拡大に向けた取組を強化する市長市長
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地方創生10年　国は失敗　本市は地方創生10年　国は失敗　本市は

公共施設及び教育施設の樹木等の管理体制は公共施設及び教育施設の樹木等の管理体制は

人口の社会動態は改善したが出生数が課題人口の社会動態は改善したが出生数が課題

倒木等の未然防止に向けた定期的な確認を行う倒木等の未然防止に向けた定期的な確認を行う

坂
内
ま
ゆ
み 

議
員

市長市長

市長市長

　
　
令
和
６
年
５
月
、
国

は
地
方
創
生
10
年
の

取
り
組
み
を
総
括
し
、
率

直
に
失
敗
を
認
め
た
。
東

京
へ
の
一
局
集
中
は
止
ま

ら
ず
、
地
方
の
人
口
減
少

は
深
刻
で
あ
る
。
地
方
創

生
の
要
点
は
人
口
減
少
の

抑
制
と
地
域
経
済
の
活
性

化
で
あ
る
。
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
原
因
を
解
明
し

て
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総

合
戦
略
を
改
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ど
う
す
る

の
か
伺
う
。

　
　
本
年
ま
で
の
総
合
戦

略
の
達
成
度
は
61
指

標
の
う
ち
、
順
調
が
20
、

努
力
必
要
が
34
、
未
公
表

が
７
の
結
果
で
あ
り
、
目

標
達
成
に
向
け
て
努
め
て

い
く
。
新
計
画
は
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
に
外
注
せ

ず
、
独
自
の
計
画
を
策
定

中
で
あ
る
。
少
子
化
・
人

問答

口
減
少
対
策
に
歯
止
め
を

か
け
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
す
。
本

年
度
中
に
策
定
す
る
。

　
　
農
業
は
本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
が
、
畜

産
業
が
担
い
手
不
足
等
で

深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
振

興
策
を
伺
う
。

　
　
畜
産
業
は
本
市
の
農

業
産
出
額
の
約
１
割

を
占
め
、
ふ
く
し
ま
会
津

牛
は
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

と
し
て
良
質
の
肉
質
を
誇

っ
て
い
る
が
、
高
齢
化
に

よ
り
農
家
数
が
減
少
し
て

お
り
、
産
地
と
し
て
の
存

続
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で

あ
る
。
和
牛
産
地
の
持
続

的
な
生
産
力
の
強
化
に
向

け
、
新
規
参
入
の
確
保
、

若
手
農
家
の
規
模
拡
大
、

地
域
内
の
優
良
牛
の
一
貫

生
産
体
制
の
確
立
な
ど
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問答

小
島　
雄
一 

議
員

　
　
市
内
の
小
学
校
の
敷

地
内
で
樹
木
の
枝
が

折
れ
、
車
が
破
損
す
る
事

故
が
あ
っ
た
。

　
教
育
施
設
を
は
じ
め
、

市
の
管
理
す
る
公
共
施
設

な
ど
の
樹
木
管
理
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
財
産
管
理
者
、
施
設

所
管
課
に
お
い
て
管

理
し
て
い
る
。
樹
木
の
状

態
に
つ
い
て
は
造
園
事
業

者
へ
の
管
理
業
務
委
託
や

所
管
課
に
よ
る
定
期
的
な

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
倒
木
や
枯
れ
枝
が
落
下

す
る
樹
木
の
特
徴
で
あ
る

葉
の
変
色
や
落
葉
、
幹
の

状
態
の
悪
化
を
目
視
で
の

確
認
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
造
園
業
者
な
ど
の
専
門

家
に
相
談
し
て
い
る
。

問答

　
事
故
事
例
の
情
報
を
活

用
し
、
未
然
防
止
に
向
け

た
定
期
的
な
確
認
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
。

　
　
市
の
管
理
す
る
使
用

さ
れ
て
い
な
い
建
物

は
、
今
後
、
解
体
や
再
利

用
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
計

画
を
進
め
て
い
く
の
か
、

使
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設

な
ど
の
管
理
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
個
別
施
設
計

画
の
取
組
方
針
を
踏
ま
え

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
使
用
さ
れ
て
い
な
い
施

設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

財
産
管
理
者
、
施
設
所
管

課
で
現
地
確
認
を
定
期
的

に
行
い
、
必
要
に
応
じ
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
る
。

問答
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飲料水のピーファス汚染　本市は大丈夫か飲料水のピーファス汚染　本市は大丈夫か

ＦＭ防災ラジオの難聴地域の解消をＦＭ防災ラジオの難聴地域の解消を

高
畑　
孝
一 

議
員

田
中　
修
身 

議
員

　
　
災
害
等
の
緊
急
情
報

の
確
実
な
伝
達
は
最

も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
Ｆ
Ｍ
防
災
ラ
ジ
オ
の

難
聴
地
域
解
消
に
は
、
早

急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

考
え
を
伺
う
。

　
　
立
地
条
件
等
に
よ
る

電
波
受
信
状
況
の
不

具
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
い
た
地
域
や
世
帯
の
電

波
受
信
状
況
を
調
査
し
、

ア
ン
テ
ナ
設
置
工
事
を
実

施
す
る
な
ど
難
聴
地
域
の

解
消
に
努
め
て
き
た
。

　
災
害
等
の
緊
急
情
報
を

確
実
に
伝
え
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
広
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
や

自
主
防
災
組
織
等
の
協
力

に
よ
り
、
電
波
受
信
状
況

の
不
具
合
を
把
握
し
、
そ

の
解
消
に
努
め
る
と
と
も

問答

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
も

図
り
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
に
も
配
慮
し
た
複

数
の
媒
体
に
よ
る
情
報
発

信
に
引
き
続
き
注
力
し
て

い
く
。

　
　
「
雑
音
が
混
じ
り
内

容
が
聞
き
取
れ
な

い
」「
内
容
が
短
す
ぎ
る

の
で
も
う
少
し
丁
寧
な
放

送
を
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
声
が
あ
る
が
、
把
握
し

て
い
る
か
。

　
　
問
題
が
あ
る
電
波
状

況
で
あ
れ
ば
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
現
地
に
伺
い
調

査
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
ア

ン
テ
ナ
を
付
け
る
対
応
も

で
き
る
の
で
、
連
絡
を
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
山
間
地
域
に
は
高
齢

者
が
多
い
、
高
齢
者

の
た
め
の
工
夫
が
も
っ
と

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
引
き
続
き
行
政
区
長

等
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
電
波
状
況
の
把

握
に
努
め
て
い
く
。

問答問答

　
　
岡
山
県
吉
備
中
央
町

で
飲
料
水
か
ら
高
濃

度
の
ピ
ー
フ
ァ
ス
が
検
出

さ
れ
た
が
、
本
市
は
大
丈

夫
か
。

　
　
本
市
の
水
源
上
流
に

人
家
や
工
場
等
は
な

い
。
ま
た
熱
塩
浄
水
場
の

検
査
で
は
不
検
出
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
の
浄
水
場
４

箇
所
に
つ
い
て
も
来
年
度

の
業
務
委
託
に
水
質
検
査

を
追
加
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
　
飲
料
水
の
取
水
源
流

付
近
に
汚
染
物
混
入

防
止
対
策
と
し
て
、
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

熱
塩
浄
水
場
は
毎

日
、
そ
の
他
浄
水
場

は
週
１
回
施
設
周
辺
や
運

転
状
況
、
設
備
の
確
認
を

実
施
し
て
お
り
、
現
時
点

で
カ
メ
ラ
の
設
置
は
考
え

問答問答

て
い
な
い
。

　
　
市
民
や
企
業
へ
の
啓

発
は
ど
の
よ
う
に
実

施
す
る
の
か
。

　
　
水
源
に
関
わ
ら
ず
不

法
投
棄
は
行
わ
な
い

よ
う
広
報
等
で
周
知
し
て

い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
水
質
検
査
計
画
や

水
質
検
査
結
果
を
公
表
し

て
い
る
。
ま
た
、
ピ
ー
フ

ァ
ス
を
含
め
た
水
質
管
理

目
標
設
定
項
目
の
検
査
結

果
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
た
。

【
参
考
】
ピ
ー
フ
ァ
ス
と
は

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
を
総
称

し
て
呼
ぶ
。
２
０
０
９
年
以

降
、
環
境
中
で
の
残
留
性
や

健
康
影
響
の
懸
念
か
ら
国
際

的
に
規
制
が
進
み
、
現
在
で

は
日
本
を
含
む
多
く
の
国
で

製
造
・
輸
入
等
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
分
解
さ

れ
に
く
い
性
質
が
あ
る
た

め
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も

環
境
中
に
残
っ
て
い
る
。

問答

電波受信状況の不具合を把握しその解消に努める電波受信状況の不具合を把握しその解消に努める市長市長

検査の結果は不検出で安全である検査の結果は不検出で安全である市長市長
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整備計画の中で導入手法を検討する整備計画の中で導入手法を検討する市長市長

民間活力導入は地元･市民主体で実施を民間活力導入は地元･市民主体で実施を

佐
原　
正
秀 

議
員

ＡＩを活用した介護予防対策をどう進めるＡＩを活用した介護予防対策をどう進める

　
　
旧
喜
多
方
東
高
校
跡

地
利
活
用
の
検
討
状

況
は
。

　
　
庁
内
検
討
本
部
で
た

た
き
台
と
し
て
「
商

業
施
設
を
中
心
と
し
た
複

合
施
設
」
の
案
を
提
起
、

市
民
・
市
内
の
各
種
団
体

か
ら
の
意
見
聴
取
・
懇
談

会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

対
話
型
市
場
調
査
を
実
施

し
基
本
方
針
案
を
ま
と
め

た
。
そ
の
後
、
検
討
協
議

会
を
13
名
で
立
ち
上
げ
協

議
し
「
民
間
活
力
を
最
大

限
活
用
す
る
た
め
更
地
に

し
た
利
活
用
で
商
業
施
設

を
中
心
と
し
た
複
合
施
設

と
し
、
市
の
直
接
的
整
備

は
最
小
限
と
す
る
」
方
向

で
基
本
構
想
を
協
議
し
て

き
た
。

　
　
今
後
の
予
定
は
。

問答問

　
　
今
年
度
中
に
、
構
想

案
を
ま
と
め
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
、

策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
来
年
度
は
、県
と
協
議・

協
定
を
結
び
、
そ
の
後
基

本
計
画
（
施
設
、
概
算
事

業
費
、
整
備
手
法
な
ど
）

に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

　
　
市
民
の
意
見
に
つ
い

て
は
ど
う
す
る
の

か
。
市
民
懇
談
会
等
は
実

施
す
る
の
か
。

　
　
検
討
協
議
会
で
基
本

的
に
は
検
討
し
て
い

く
。

　
　

民
間
活
力
導
入
は
、

地
元
事
業
者
主
体
で

進
め
る
べ
き
。
岩
手
県
紫

波
町
で
は　
町
長
が
社
長

と
な
り
管
理
会
社
を
立
ち

上
げ
整
備
し
て
い
る
。
本

市
で
も
地
元
資
本
・
人
材

を
基
本
に
し
た
民
間
活
力

導
入
方
針
と
す
べ
き
で
は
。

　
　
整
備
計
画
検
討
の
中

で
整
備
手
法
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

答問答問答

　
　
社
会
保
障
給
付
費
の

増
大
が
続
く
今
、
介

護
予
防
の
実
効
性
を
い
か

に
高
め
る
か
は
高
齢
者
福

祉
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、

介
護
の
前
段
階
と
さ
れ
る

フ
レ
イ
ル
状
態
を
Ａ
Ｉ
で

い
ち
早
く
感
知
す
る
シ
ス

テ
ム
（
電
力
メ
ー
タ
ー
に

よ
る
Ａ
Ｉ
分
析
）
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　
国
が
定
め
た
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
か
ら
必
要
に

応
じ
て
専
門
職
に
よ
る
個

別
訪
問
を
行
い
、
フ
レ
イ

ル
状
態
の
早
期
発
見
や
早

期
対
応
に
繋
げ
る
こ
と
が

重
要
と
思
わ
れ
る
。
今
後

は
普
段
の
生
活
か
ら
Ａ
Ｉ

が
リ
ス
ク
を
検
知
す
る
こ

と
が
介
護
予
防
の
新
手
法

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

問

対
策
は
ど
う
進
め
る
の

か
。

　
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
介

護
予
防
対
策
に
つ
い

て
は
、
電
力
の
使
用
量
を

Ａ
Ｉ
が
分
析
、
検
知
す
る

シ
ス
テ
ム
な
ど
が
開
発
さ

れ
て
い
る
が
、
初
期
費
用

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等

が
課
題
で
も
あ
り
、
導
入

に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
進

展
の
動
向
を
注
視
し
、
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
リ
ス

ク
に
対
し
て
は
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社

会
参
加
の
促
進
を
目
的

に
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
の
支
援
を
展
開
し

て
い
く
と
と
も
に
、
高
齢

者
の
健
康
事
業
と
介
護
予

防
を
一
体
化
し
た
口
腔
機

能
の
衰
え
を
予
防
す
る
講

話
や
低
栄
養
、
糖
尿
病
性

腎
症
に
対
す
る
訪
問
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

答

矢
吹　
哲
哉 

議
員

ＡＩ進展の動向を注視しながら対策を図るＡＩ進展の動向を注視しながら対策を図る市長市長

14市議会だより 喜多方　第60号

一

般

質

問



　
　
山
都
町
字
不
動
沢
に

設
置
の
治
山
ダ
ム
下

流
域
の
排
水
路
整
備
は
。

　
　
ダ
ム
下
流
の
排
水
路

は
法
定
外
公
共
用
財

産
の
水
路
「
青
道
」
と
位

置
付
け
ら
れ
受
益
者
が
整

備
す
る
と
な
っ
て
お
り
、

支
援
が
な
い
現
状
で
あ

る
。

　
　
過
去
に
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
て
お

り
、
早
急
な
対
策
を
望
む

が
い
か
が
か
。

　
　
山
腹
上
流
に
４
基
の

治
山
ダ
ム
が
あ
り
、

下
流
域
の
流
末
水
路
の
整

備
は
必
要
で
あ
り
、
国
・

県
へ
強
く
申
し
入
れ
し
て

い
く
。

　
　
県
立
会
津
農
林
高
校

耶
麻
校
舎
の
利
活
用

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

踏
ま
え
、
研
修
施
設

問答問答問答

や
研
究
施
設
、
大
学
と
の

連
携
等
を
含
め
、
地
元
の

意
見
を
聞
き
検
討
を
進
め

る
。

　
　
県
立
会
津
農
林
高
校

耶
麻
校
舎
の
利
活
用

に
つ
い
て
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の

か
。

　
　
旧
県
立
喜
多
方
東
高

校
の
利
活
用
基
本
計

画
策
定
後
に
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
県
立
会
津
農
林
高
校

耶
麻
校
舎
の
農
地
の

利
活
用
は
。

　
　
県
で
は
実
習
地
と
し

て
利
用
し
な
い
と
の

こ
と
で
あ
り
、
県
・
市
と

で
協
議
し
て
い
く
。

　
　
主
要
地
方
道
喜
多
方

西
会
津
線
峠
小
舟
寺

工
区
の
地
元
説
明
会
の
内

容
は
。

　
　
該
当
す
る
行
政
区
を

対
象
に
道
路
計
画
の

概
要
説
明
と
今
年
度
実
施

予
定
の
用
地
境
界
立
会
へ

の
協
力
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問答問答問答

治山ダム下流域の排水対策は治山ダム下流域の排水対策は

齋
藤
勘
一
郎 

議
員

太極拳ゆったり体操の効果は太極拳ゆったり体操の効果は

菊
地
と
も
子 

議
員

　
　
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

介
護
予
防
の
た
め
の

「
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
」

の
効
果
の
検
証
結
果
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
体
操
の

効
果
検
証
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

　
短
期
の
検
証
に
お
い
て

は
、
バ
ラ
ン
ス
機
能
を
向

上
さ
せ
、
下
肢
筋
力
を
中

心
と
し
た
全
身
の
筋
力
を

強
化
す
る
効
果
が
確
認
さ

れ
た
。

　
中
長
期
的
検
証
に
お
い

て
は
、
体
操
参
加
者
は
非

参
加
者
に
比
べ
、
新
規
に

要
介
護
認
定
を
受
け
る
ま

で
の
期
間
が
長
く
、
生
存

期
間
も
長
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
は

身
体
機
能
の
維
持
を
図
る

こ
と
が
で
き
、
介
護
予
防

問答

に
十
分
効
果
が
あ
る
と
い

う
分
析
結
果
を
得
て
い

る
。

　
　
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体

操
の
指
導
者
育
成
の

現
状
と
今
後
の
取
組
は
。

　
　
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体

操
を
市
内
は
も
と
よ

り
、
市
外
の
多
く
の
方
に

も
広
く
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、「
太
極
拳
ゆ
っ

た
り
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
講

習
会
」
及
び
「
太
極
拳
ゆ

っ
た
り
体
操
サ
ポ
ー
タ

ー
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

習
会
」
を
実
施
し
、
指
導

員
を
育
成
し
て
い
る
。

　

現
在
の
指
導
者
数
は
、

リ
ー
ダ
ー
が
11
名
、
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
が
13
名
、
エ
リ

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
が
45
名

で
、
そ
の
他
指
導
法
を
習

得
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
認
定

者
は
６
１
２
名
で
あ
り
、

今
後
も
指
導
員
の
育
成
に

努
め
て
い
く
。

問答

介護予防に十分効果がある介護予防に十分効果がある市長市長

国･県へ強く要望していく国･県へ強く要望していく市長市長
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公民連携により財政負担を抑え新たなまちづくりを期待公民連携により財政負担を抑え新たなまちづくりを期待市長市長

旧県立喜多方東高校の利活用は旧県立喜多方東高校の利活用は

　
　
旧
県
立
喜
多
方
東
高

校
の
利
活
用
に
係
る

中
間
報
告
の
内
容
を
踏
ま

え
、
市
の
捉
え
方
と
、
重

要
と
考
え
る
も
の
は
何
か
。

　
　
市
民
懇
談
会
及
び
市

内
団
体
等
懇
談
会
に

お
い
て
、
様
々
な
提
案
や

意
見
等
を
い
た
だ
き
、
同

校
を
利
活
用
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待
を

感
じ
て
い
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
の
抑
制
や
良
好

な
生
活
環
境
の
整
備
、
地

域
経
済
の
発
展
、
財
政
負

担
の
軽
減
と
い
っ
た
課
題

等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
に
よ
り
、
民
間
活
用
の

可
能
性
が
高
く
、
公
民
連

携
の
整
備
手
法
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負

担
を
抑
え
な
が
ら
新
た
な

問答

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
も
の
捉

え
て
い
る
。

　
利
活
用
に
お
い
て
重
要

と
考
え
る
も
の
は
、
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
公
民

連
携
に
よ
る
整
備
に
お
い

て
、
市
民
等
よ
り
示
さ
れ

た
意
向
が
反
映
さ
れ
る
と

と
も
に
、
公
民
連
携
の
カ

ギ
と
な
る
民
間
事
業
者
が

参
入
し
や
す
い
条
件
の
整

備
や
円
滑
な
事
業
実
施
の

た
め
、
民
間
事
業
者
と
の

協
議
・
調
整
が
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　
旧
県
立
喜
多
方
東
高

校
の
利
活
用
に
係
る

今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
旧
県
立
喜
多
方
東
高

校
の
利
活
用
に
係
る

基
本
構
想
を
決
定
後
、
県

と
協
議
を
行
い
、
協
定
を

締
結
す
る
。
そ
の
後
、
基

本
計
画
策
定
に
向
け
、
民

間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
整
備
を
行
う
方
針

で
あ
る
こ
と
か
ら
最
適
な

整
備
手
法
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

問答

渡
部　
勇
一 

議
員

佐
藤　
忠
孝 

議
員

入田付地区における指定緊急避難場所は入田付地区における指定緊急避難場所は

　
　
入
田
付
地
区
に
お
け

る
指
定
緊
急
避
難
場

所
に
入
田
付
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
て
い

た
が
、
除
外
の
理
由
は
。

　
　
入
田
付
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
は
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
内
に
あ
る

た
め
、
避
難
先
と
し
て
適

さ
な
い
と
判
断
し
、
令
和

４
年
度
の
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
お
い
て
、
除

外
し
て
い
る
。

　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

で
あ
る
入
田
付
地
区

の
避
難
場
所
に
つ
い
て

は
、
入
田
付
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
一
部
の
再
指

定
を
含
め
て
、
慎
重
に
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
当

局
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
入
田
付
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
除
外
に
つ

い
て
は
、
地
区
住
民
と
共

問答問答

に
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た

と
認
識
し
て
お
り
、
令
和

６
年
８
月
に
入
田
付
地
区

防
災
説
明
会
に
よ
り
、
最

も
近
い
指
定
緊
急
避
難
場

所
は
岩
月
夢
想
館
及
び
岩

月
交
遊
館
と
な
る
た
め
、

早
期
の
避
難
情
報
発
信
な

ど
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
敷
地
の
体
育

館
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
の
再

指
定
が
で
き
る
か
な
ど
、

安
全
面
を
考
慮
し
た
上
で

県
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
蔵
の
湯
の
ロ
ッ
カ
ー

の
カ
ギ
に
不
具
合
が

多
く
あ
り
、
盗
難
や
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
が

当
局
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
蔵
の
湯
に
お
け
る
盗

難
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
に

お
い
て
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
引
き
続
き
注

意
喚
起
を
図
り
、
ロ
ッ
カ

ー
の
カ
ギ
の
不
具
合
に
つ

い
て
は
、
順
次
交
換
等
を

行
っ
て
い
く
。

問答

安全面を考慮した上で県と協議していく安全面を考慮した上で県と協議していく市長市長
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討論とは、議題となっている案件について、
評決の前に賛成・反対の意見を表明することをいいます。討論

議案第８６号
　令和５年度喜多方市歳入歳出決算の認定について

賛成討論
令和５年度の健全化判断比率となる実質公債費比率

は６.６％となり、前年度と比較して０.３ポイントの増加、
将来負担比率は６５.３％となり、前年度と比較して４.３
ポイント増加しているが、いずれも基準を下回っており
良好な状態と言える。歳入においては、市税が個人市
民税、固定資産税、軽自動車税及び入湯税については
増加し、市税全体としては前年度に比較して２.０％の
増となり、適正な課税、公平な徴収による確実な歳入
確保がなされている。一方、歳出においては、令和５
年度において原油価格・物価高騰対策、少子化対策、
豪雨災害などの復旧事業についても迅速かつ適切に実
施しており、その執行状況は適正である。また、監査
の決算審査意見においても、おおむね適正であると認
められている。よって決算認定には賛成。

請 願

請　　願 趣　　　旨 委員会
（採択結果）

本会議
（賛成：反対）提出者（敬称略）

請願第 10
相次ぐ米軍構成員等による女性への性的
暴行事件に抗議し断固とした対応を求め
る請願

１　被害者への謝罪及び完全な補償、丁寧な精神的ケア
を行うよう米国側に断固とした措置をとること。

２　米軍構成員等の綱紀粛正の徹底と、再発防止策を国
民に示すこと。犯罪事実については、被害者のプライ
バシーを守ることを第一としつつ、関係する県及び市
町村への迅速な通報ができるよう、米国側に断固たる
措置をとること。

３　米軍構成員等を特権的に扱う日米地位協定の抜本的
改定を行うこと。特に身柄引き渡し条項を早急に改定
すること。

総　　務
常任委員会

採択
（21：0）

Ｉ女性会議喜多方支部議長
田部 芳枝 採択

請願第 11
福島県の自然と景観を過剰な再生可能エ
ネルギー開発から守るための法的な整備
を求める意見書提出の請願

１　再生可能エネルギー開発に伴う林地開発における環
境影響評価に、景観に対する影響を考慮する要件を加
えること。

２　県の審議会での検討事項に、開発による自然景観に
対する悪影響等を考慮する要件を加えること。

３　大規模な再生可能エネルギー開発に伴うトラブルが
顕著化する昨今、抜本的な法規制が可能となるような
条例の制定を検討すること。

４　大規模な再生可能エネルギー発電施設の開発に際し
ては、現在、電源開発地域に適用されている電源立地
地域対策交付金（地元協力金）と同様の交付を検討し、
その財源確保のために開発事業者に対する徴税措置を
採れるような法的整備を検討すること。

５　開発事業者が開発許可・認可を受けた後に、運営主
体の組織が大幅に改編された場合は、許可・認可また
は手続き自体を無効とするか、再申請を必要とする旨
の要件を付け加える法的な整備を検討すること。

文教厚生
常任委員会

－

会津の自然と景観を守る会会長
木村 保幸 継続審査

次のとおり審査されました。
採択された請願は、市議会の意向を意見書等にまとめ、市当局や関係機関へ、
その実現を要望します。（各意見書はホームページでご覧いただけます）

反対討論
令和５年度の財政調整基金は、およそ８億７,９００

万円で、前年度よりも１０億円ほど減っていて、経常収
支比率は、９９.１％と市の財政は悪化しており、立て
直しは急務となっている。令和５年度は、物価高騰か
ら市民の暮らしと市内事業者を支援する政策が必要で
あったが、物価高騰対策事業でも国の事業である地方
創生臨時交付金の枠からは出ていない。いま地域の衰
退ということが叫ばれていて、それをどう食い止めるか
ということが課題となっている。人口減少対策のひとつ
として子育て支援策の充実が重要だが不十分である。
ひとづくり交流施設２期工事（図書館等）や塩川駅周
辺整備事業２期工事（駅前広場整備）などの大型建設
事業の見直しが必要である。よって決算認定には反対。

反対討論
理由は次の３点である。１点目は、コロナ禍と災害

が本市財政にダメ押しとなったのであって、それ以前か
らの取組によって現在のような状況になったと考える。
特に令和３年度当初予算の市債を前年比１００.６％増、
つまり前年の倍にあたる３２億２,８１７万１千円の市債
を計上したことが一つの象徴である。

２点目は、事業見直しの甘さである。ＰＤＣＡサイク
ルの「Ｄ」の部分をイコール成果としてしまう組織文化
はもう止めにすべき。一定の効果、検証を基にした政
策立案に、これからは一層力を入れていただきたい。

３点目は、教育行政の機能不全です。一刻も早く総
合教育会議を開き、市内すべてのいじめ・不登校案件
の改めての事実確認とその責任の所在を明らかにし、
教育委員会の体質改善をお願いする。よって決算認定
には反対。

　12月定例会において、全会一致で同意
しました。
教育委員会委員任命
五十嵐　裕子（山都町）

敬称略人    事
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意見が分かれたもの等

意見が分かれたもの等

議員名

議案等名

議決結果
（議決年月日等）

反
対：賛成

1
渡
部　
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寛

2
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中　
修
身

3
坂
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ゆ
み

4
高
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一

5
山
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文
章

6
十
二
村
秀
孝

7
遠
藤　
吉
正

８
菊
地
と
も
子

9
小
島　
雄
一

10
矢
吹　
哲
哉

11
上
野
利
一
郎

12
渡
部　
一
樹

13
後
藤　
誠
司

14
五
十
嵐
吉
也

15
齋
藤
勘
一
郎

16
佐
藤　
忠
孝

17
伊
藤　
弘
明

18
渡
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一

19
佐
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正
秀

20
齋
藤　
仁
一

21
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男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議　案 
第86号

令和5年度喜多方市歳入
歳出決算の認定について

（継続審査事件）

原案認定
（令和６年11月28日） 15：4 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● －

田中
修身
渡部
一樹

山口
文章

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（小林時夫）は採決に加わらない。

議員名

議案等名

議決結果
（議決年月日等）
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16
佐
藤　
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21
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反
対
討
論

賛
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論

議　案
第146号

令和６年度喜多方市一般
会計補正予算（第９号）

原案可決
(令和６年12月26日) 18：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 田中

修身
伊藤
弘明

議　案
第151号

喜多方市議会議員の議員
報酬等に関する条例の一
部を改正する条例

原案可決
(令和６年12月26日) 18：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 田中

修身
伊藤
弘明

○は賛成、●は反対、-は欠席、議長（小林時夫）は採決に加わらない。

12 月定例会審議 結果

12/26㈭臨時議会審議結果

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で可決されました。
全ての議案名と結果は喜多方市議会ホームページでご覧ください。

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で可決されました。
全ての議案名と結果は喜多方市議会ホームページでご覧ください。

令和６年福島県人事委員会勧告の
取扱い等について議論

臨時臨時
議会議会

12月26日(木)令和６年第８回臨時会が開催され、市長提案により令和６年度補正予算案５件、
条例案２件、その他１件が提出されました。

臨時議会補正予算
会　　　計 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 3億2,088万6千円 287億7,288万1千円
特 別 会 計 1,016万2千円 120億1,144万2千円
下 水 道 事 業（ 収 入 ） 0円 19億3,031万2千円
　　 〃　　（ 支 出 ） 272万8千円 22億1,946万9千円
水 道 事 業（ 収 入 ） 0円 13億　  2,895万円
　　 〃　　（ 支 出 ） 305万8千円 19億7,241万3千円
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物価高騰対応重点支援地方創生
臨時交付金等について議論

臨時臨時
議会議会

１月27日(月)令和７年第１回臨時会が開催され、市長提案により令和６年度補正予算案１件が提出されました。

臨時議会補正予算
会　　　計 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 8億8,535万2千円 296億5,823万3千円

◆住民税非課税世帯臨時特別給付金事業
・世帯の全員が令和６年度住民税均等割非課税世帯

へ１世帯につき30,000円の給付金を支給

◆住民税非課税世帯臨時特別給付金事業（子育て世帯
加算分）
・世帯の全員が令和６年度住民税均等割非課税世帯

における世帯主へ児童（18歳以下）１人あたり
20,000円の給付金を支給

◆物価高騰対策生活者・事業者支援事業
・燃料や資材価格の高騰により影響を受けている中

小小売業・サービス業等の事業継続を支援すると
ともに市民生活を下支えするため市内消費を喚起
するキャッシュレス決済ポイント還元事業を実施

◆物価高騰対応生活困窮世帯緊急支援給付金事業
・世帯の全員が令和６年度住民税均等割非課税世帯

へエネルギー・食料品価格等の物価高騰に対する
支援のため1世帯につき6,000円の給付金を支給

◆小中学校給食食材価格高騰重点支援事業
・学校給食で使用する食材の価格高騰分を学校給食

費管理団体に交付
・食材の価格高騰分に対する保護者負担に本交付金

を充てることにより保護者の負担なく学校給食の
価格高騰に対応

◆障がい施設等価格高騰重点支援事業
・障がい施設等に対し光熱費や燃料費の経費支援

◆私立保育施設価格高騰重点支援事業
・私立保育施設に対し光熱費や燃料費及び給食食材

費の経費支援

◆高齢・介護施設価格高騰重点支援事業
・高齢・介護施設等に対し光熱費や燃料費の経費支

援

◆医療機関等価格高騰重点支援事業
・医療機関等に対し光熱費や燃料費及び食材料費の

経費支援

◆私立幼稚園価格高騰重点支援事業
・私立幼稚園に対し光熱費や燃料費及び給食食材費

の経費支援

◆体育施設価格高騰重点支援事業
・体育施設において当初見込額から増額した光熱費

の支出に対する支援

◆飼料価格高騰緊急特別対策事業
・地域内における粗飼料の利用拡大や生産コストの

削減に取り組む畜産農家を対象に令和６年度にお
いて購入した輸入粗飼料の数量に応じて交付金を
交付

 補正予算の概要
 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金充当事業 　3億5,515万2千円

 公定価格改定に伴う教育・保育給付費 　1億5,115万円
・令和６年人事院勧告に伴う国における教育・保育施設の運営費等の算定基礎となる公定価格の見直しにより所

要額を追加

 除雪経費 　3億7,905万円
・12月中旬からの降雪と１月の寒波の影響により降雪が継続し今冬の除雪作業時間が増加傾向にあるため所要額

を追加

議員名

議案等名

議決結果
（議決年月日等）
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反
対
討
論

賛
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論

議　案
第１号

令和６年度喜多方市一般
会計補正予算（第10号）

原案可決
(令和７年１月27日) 19：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 矢吹

哲哉
十二村
秀孝

○は賛成、●は反対、-は欠席、議長（小林時夫）は採決に加わらない。

1/27㈪臨時議会審議結果
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喜多方市議会公式facebookページを開設しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“福寿草”です。

【提出期限】　　定例会開会日（招集日）の９日前まで
【提 出 先 】　　喜多方市議会事務局（市役所本庁舎４階）
【必要事項】　　請願には必ず１名以上の市議会議員の紹介が必要ですので市議

会議員にご相談ください。陳情の場合は市議会議員の紹介の必
要はありません。

　　　　　　　詳しくは議会事務局℡0241-24-5253まで

請願・陳情について

FMきたかた  議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送しています。
　開会日の翌週、平日の午後2時～午後5時は、ラジ
オ放送をぜひお聞きください。

議会　インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴できます。
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3月定例会の予定3月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  24 25 26 27 28  

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15 

 16 17 18 19 20 21 22

2
23／

3 1／
本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明等）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

本会議
（議案審議）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（事務整理）

休会
（議案調査）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

　休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

春分の日
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